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ブルーストッキングの女性たち
-18世紀イギリス文化の一面一
坂本 武
「ブルーストッキング」の名はイギリス近代の女性史を飾る一群の知
的女性たちを指す言葉である． その活動は18世紀半ばの上流階級の婦人
たち力罫催したフランス的「サロン」文化の中から始まったもので， トラ
ンプやゴシップの楽しみのような暇つぶしは避けて，文人・画家・演劇
人などをサロンに招き，彼らとの談論の雰囲気を楽しむという至極真面
目な知的サークル活動であった．
18世紀のイギリスは前世紀の政争の時代を終えて，ドイツ出身の国王
をいだくハノーヴァー王朝の時代を迎える．旧秩序の回復をもくろむジ
ャコバイト派の反乱の拠点となりうる地方の城砦から，城主たちはロン
ドンに居を移され， それとともに婦人たちも生活の場を英京に移した．
これによって政情の安定化が図られた訳だ力欝，それは同時に文化的洗練
をもたらすことになった.「サロン｣文化はそれを象徴するものと言える．
こうした時代を背景としたブルーストッキングの女性たちの活動期間
は，概ね18世紀の半ばから19世紀の初め頃までの半世紀を超える期間で
ある． その代表的人物としては，初期のLadyMaryWortleyMontagu
(1689-1762)から,$QueenoftheBlues'と称されたMrs.Elizabeth
Montagu(1720-1800),そして後期のHannahMore(1745-1833)の名を
挙げることができるが，総勢はおよそ15名というところである．
彼女たちの著作活動は，文芸批評・社会批評のようなエッセイから調
刺詩，民衆の道徳的教化を目指したバラッド，小説，書簡集というよう
に， ジャンルにおいて男性の活動に決して劣るものではないが，主題の
点では特に「女子教育」に対する発言が目立つことが特徴的である． イ
ギリスにおけるフェミニズムの起源の一つをこの点に求めることが可能
であろう．
しかし， このグループの女性たちをイメージする場合，問題点は主に
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二つある． それがために彼女たち全体の統一的な像が測り難くなる原因
をなすものである． その一つは， このグループ°の成立事情にはなお不明
な部分があることであり，二つめはこのグループに属すべき女性たちの
員数力ぎ一定していないことである．
「ブルーストッキング」の名の由来を語る話として有名なものは，ボ
ズウェルカゴ伝える次の挿話である.LifeofJohnsonの1781年の項にこう
ある．
「ほぼこの頃に何人かの淑女力欝夜会を催して気が利いた文学者たちを
相手に楽しみながら，彼女たちも一緒に歓談に参加する風習が大いなる
流行になっていた． この種の夜会は， 「ブルーストッキング･クラブ」と
命名されたが， この呼び名の起源はほとんど世に知られていなので， こ
こでそれについて一言しておきたい.この種の夜会が最初に催された頃，
その会員の中の最も著名な一人はスティリンフリート氏であった．彼の
衣裳は目立つほどに荘重で，特に彼は青い靴下を履いていたと報じられ
ている．彼の会話は非常に生彩があったので，彼が欠席すると一同は大
いに落胆して「ブルーストッキングなしには我々は何もできない」と言
い交わされるまでになり， こうしていつの間にかこの呼び名ｶ苛世に行わ
れるに至ったという．ハンナ・モア嬢は彼女の詩(BasBleu'[青い靴下］
でこのブルーストッキング・クラブを見事に描き出し， これに属した有
名な人々の名を多く挙げている.」 （中野好之訳『サミュエル・ジョンソ
ン伝』 3，みすず書房）
ボズウェルの記述にはいくつか不明なところがある．まず， 「ほぼこの
頃」というのは「1781年」の頃のことという連想が起こるの力欝自然であ
ろうが， これはブルーストッキングの活動の起源を「1750年台後半」と
する定説に反する．因みにMrs.Montagtuの1756年の手紙に初めてこの
4bluestocking'という呼称力苛現れるのである．しかしボズウェルの頭にブ
ルーストッキングの一人であるMrs.Vesey(1715?-1791)の夜会のこと
があったとすれば，彼の叙述も間違いではない.Mrs.Veseyのサロン活
動のピークは1770年から84年の間であったからである．しかしBen-
jaminStillingfleetの挿話が誰のサロンで起こったことであったかにつ
いては,B"〃""jcaの説明ではMrs.Veseyの夜会でのこととされ，一
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方OzIMIG"庇加B"妨〃Wb”g"WME7's(1994)では$Mrs.Montagu
andothers'による夜会でのこととされている，と うように一定しな
い． この‘…andothers'の中にMrs.Veseyが入っていたと考えるべきで
あろうか．
ブルーストッキング・サークルの成立のもう一つの不明な点は，男性
会員は除外されて女性たちだけｶぎこれの成員とされるようになった， そ
の事情である.Mrs.Montaguは始め夜会に招いた男性客を4blue-
stockingphilosophers'と呼んでいたが,1770年代の半ば頃までには，そ
の呼称の中に女性たちも含めるようになり， そのサロン風景を6rational
entertainment'と肯定的に呼んでいる．しかし,18世紀の終わり頃には彼
女たちは「学者気取りの女たち」というふうに軽蔑的な呼ばれ方をする
ようになり， それ以後「ブルーストッキング」は専ら女性会員だけを指
す言葉となった(Bγ加加加妨g"""0"e""AgEI刀4-Za37:A"
E"cyc"editz,1997)．その評価の変遷力:このように下降線をたどったこ
とが，今日においてもなお彼女たちの評価に影響を与えているのである
が， それに対する理由付けは必ずしも容易ではない問題として残る．
このグループに属する女性たちの員数についても諸説がある．関連資
料を見るところ， その会員たちの出入りの多さの印象を否定できない．
男性会員の中心は文壇の大御所SamuelJohnsonで，従って彼の「文学
クラブ」の常連たち一一一EdmundBurke,DavidGarrick,SirJoshua
Reynolds,HoraceWalpoleなど－もJohnsonに連なっていた訳であ
るが，女性たちの方の平均的なところを取れば,ElizabethCarter,Mrs.
Montagu,CatherineTalbot,HesterChapone,CatherineMacaulay,
HannahMoreといった名が挙げられる．その他にも,ElizabethVesey,
FrancesBoscowen,Mrs.Crewe力罫おり，さらには小説家L.Sterne夫
人ElizabethLumleyを含める研究者もいる．
いずれにしても筆者としては, T"B"9sjoc〃"gC舵ん(1990)の著者
SylviaMyersに従って,彼女たちを第1世代と第2世代の2期に便法と
して分類し， さらにBridgetHillに従って，先に言及したように第1世
代の先頭にLadyMontaguを据え，後続の第2世代の中にHannah
Moreの他にHesterThrale(Piozzi夫人)やFannyBurneyを加えてお
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きたい．Piozzi夫人は言うまでもなくJohnsonに深く関わった女性であ
ったし, Burneyの方はその作風においてJaneAustenの先駆けをなす
ような近しい関係にあるからである．ブルーストッキングの女性たちを
研究することの意義は， このような文学的な影響関係力:文化史的な要素
を含んで広く解明される可能性を示唆する点にあるのである． それは例
えば，彼女たちの先駆的存在であるLadyM.W.Montaguの場合から
してそうであった． ここで簡単にその生涯にふれて，ブルーストッキン
グの女性たちのイメージの一端を捉えておきたい．
貴族の娘として生まれた彼女の教育は，家庭教師(governess)と父親
の書斎の書物とラテン語の独学によっていたが，父親の交遊関係を通し
てAddison,Steele,Gay,Congreveといった，当時の鎌々たる文人たち
と親しむ環境にあった． 1712年にウイッグ党の議興EdwardWortley
Montaguと，当時としては異例の自由恋愛による結婚をした．父の勧め
る相手を拒否して二人で駆け落ちまでして果たした結婚であった． ロン
ドンで;abeautyandawit'の評判をとり,AlexanderPopeに近づき，
Popeの影響下に乃加〃此/M"esを書いた．しかし二人の仲がこじれて，
彼女はPopeの『愚人列伝』の中で｢愚人｣の一人として調刺されている．
その後，夫の任地のトルコへ行き， そこから書き送った手紙力:評判にな
り （中でもかの地での天然痘の民間療法を本国へ移入しようとした話は
興味深い)，帰国後Walpole寄りの新聞別gⅣり"se"seqfCo加加0〃
艶"sgを出したり，一方FrancescoAlgarottiというイタリアの作家と
不倫の恋をして世間を騒力ぎせた．ところがこの男はじつはbisexualだっ
たので，彼女は数人の男たちをも敵にまわすはめになったというおまけ
まで付いている．総じて，特権的な境遇を存分に生かして自由奔放に生
きた女性である. BridgetHillはブルーストッキングの女性たちについ
て「彼女たちのほとんどは，限られた範囲で自分たち力ざ認められていれ
ばそれで十分だった」と言っている力欝， この評価は彼女の場合妥当では
あるまい． いずれにしても彼女たちの再評価のためには個々の作品の具
体的検討力:課題となろう．
（関西大学独逸文学会第85回研究発表会講演要旨）
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